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高齢化率

２.いきいきサロンの充実

３.子どもから高齢者の交流

４.くまの福祉だよりの班回覧実施（毎月二五日発行）
　四代目の機関誌も編集長の気合で活動の報告や地域の取り組みと身近な記事が溢れ
　ていて、待っている方もいてもっと皆さんの声を記載したいと思います。

　福祉講演会を高齢者向けが中心でしたが子どもたちも来られる講演会に体から心を
　鍛えようとボディビルダ―、三世代交流卓球バレー大会で子どもたちの力強いプレ
　イに高齢者の方々が目を丸く笑顔で観戦していました。

会長の
メッセージ

　　来年度は５０周年になります、今日まで先人たちが築き上げた業績をまとめ反省して、
　今後の新たな事業活動を推進していきます。７５歳以上の高齢者の取組みをきめ細やか
　な活動の中から見守りサークルに誘い、いきいきできる高齢者を増やし、良きくまの作
　りをしたい。

主な活動等

　全体会食会、配食を３回まごころ弁当を作成し、配布時会話をして見守り展開してい
　ます。今年度は１回増やし、くまのわくわく食堂にも参加に向けて検討している。

１.ブロック推進員活動の充実（２ヶ月に１回開催６回以上実施）
　設立２１年の上にたち推進員・民生児童員が町内の助教把握をするのに町内会長も
　理解して協力体制を確立しました。７５歳以上の高齢者の祝いにも調査から面談、
　見守りの有無などを確認しました。

〈 福祉講演会〉

〈ケアネット会議〉 〈 くまのわくわく食堂〉

〈機関誌〉

〈いきいきサロン〉 〈 三世代交流卓球バレ―大会 〉
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